
「
Ｅ
Ｔ
」（E

x
traterrestrial

L
ife：

地
球
外
生

命
）
は
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の
映
画
で
有
名
に
な
っ

た
が
、
天
文
学
で
は
多
く
の
地
球
外
文
明
探
査
（
Ｓ

Ｅ
Ｔ
Ｉ：

S
earch

for
E
x
tra-T

errestrial

In
tellig

en
ce

）
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
九
六
〇
年

の
米
国
の
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
天
文
台
五
メ
ー
ト
ル
電

波
望
遠
鏡
を
二
つ
の
恒
星
に
向
け
、
そ
こ
か
ら
の
電

波
を
三
〇
日
間
観
測
し
た
「
オ
ズ
マ
計
画
」
で
は
、

文
明
の
存
在
を
予
測
さ
せ
る
信
号
は
な
か
っ
た
。

「
オ
ズ
マ
」
は
小
説
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
に
出
て

く
る
オ
ズ
マ
姫
に
由
来
す
る
。
一
九
七
二
年
と
一
九

七
三
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
打
ち
上
げ
た
、
最
初
の
太
陽

系
脱
出
宇
宙
探
査
機
パ
イ
オ
ニ
ア
一
〇
号
・
一
一
号

に
は
、
男
女
の
人
間
を
描
い
た
銘
板
を
人
類
か
ら
地

球
外
文
明
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
取
り
つ
け
た
。

一
九
七
七
年
打
ち
上
げ
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
宇
宙
探
査
機

二
機
に
も
人
類
の
情
報
を
示
す
レ
コ
ー
ド
盤
を
取
り

つ
け
た
。

一
九
七
四
年
に
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
ア
レ
シ
ボ
天

文
台
に
あ
る
世
界
最
大
の
三
〇
五
メ
ー
ト
ル
（
一
、

〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
）
電
波
望
遠
鏡
か
ら
、
一
か
ら
一

〇
ま
で
の
数
字
、
水
素
・
炭
素
・
窒
素
・
酸
素
・
リ

ン
な
ど
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
な
る
元
素
の
原
子
番
号
を
含
ん

だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
信
さ
れ
た
。
地
球
外
文
明
が
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
れ
ば
、
な
に
が
し
か
の
返

事
を
送
り
返
す
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
が
、
現

在
そ
の
よ
う
な
情
報
は
な
い
。
ア
レ
シ
ボ
天
文
台
の

観
測
デ
ー
タ
は
世
界
中
の
二
〇
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
な
る
巨
大
な
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

提
供
さ
れ
、
解
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
電
波
望
遠
鏡

の
反
射
板
は
穴
の
開
い
た
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
約
四
万
枚

を
、
カ
ル
ス
ト
台
地
の
谷
間
に
張
ら
れ
た
鋼
製
ケ
ー

ブ
ル
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
る
。反
射
し
た
電
波
は
、

高
さ
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
個
の
巨
大
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塔
か
ら
張
ら
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
焦
点

部
に
吊
ら
れ
た
受
信
機
に
集
ま
る
。
山
間
に
突
如
出

現
す
る
こ
の
施
設
は
人
を
驚
か
す
の
で
、
映
画
や
テ

レ
ビ
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ

ン
ド
は
、
映
画
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
イ
」
で
こ
の
電
波

望
遠
鏡
を
舞
台
と
し
て
暴
れ
ま
わ
っ
て
い
る
。

太
陽
系
の
惑
星
は
、
地
球
上
で
発
見
さ
れ
た
隕
石

ま
で
含
め
徹
底
的
に
調
べ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
二
五

年
前
に
南
極
大
陸
で
発
見
さ
れ
た
隕
石
が
、
そ
の
後

の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
火
星
探
査
機
に
よ
っ
て
火
星
か
ら
来

た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
隕
石
に
は
バ
ク
テ
リ
ア

の
痕
跡
が
あ
る
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
火
星
に
生
命

体
が
あ
っ
た
と
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ク
テ
リ
ア

の
存
在
は
否
定
さ
れ
た
が
、
最
近
の
ロ
ン
ド
ン
・
タ

イ
ム
ズ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
科
学
者
に
よ
る
再
分
析
の

結
果
と
し
て
の
バ
ク
テ
リ
ア
存
在
説
を
報
じ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
太
陽
系
に
は
生
命
体
が
な
い

と
い
う
の
が
現
時
点
で
の
結
論
で
あ
る
。
米
国
に
は

科
学
者
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
職
員
な
ど
を
会

員
と
す
る
、
天
動
説
を
唱
え
る
集
ま
り
が
あ
り
、
総

会
で
は
ア
ポ
ロ
計
画
の
宇
宙
飛
行
士
に
よ
る
月
面
歩
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伝
統
的
風
土
で
日
本
が
次
世
代
望
遠
鏡
計
画
で

中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
切
望



行
映
像
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
で
っ
ち
上
げ
で
あ
る
と
騒
ぐ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
緊
張
し
た
毎
日
の
仕
事
を

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
る
楽
し
い
集
い
で
あ
る
。

当
時
、
天
文
学
者
に
真
面
目
に
地
球
外
生
命
に
つ

い
て
問
う
と
、「
確
率
的
に
は
存
在
す
る
」
と
の
答

し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
空
に
き
ら
め
く
何
億
と
い

う
恒
星
に
は
、
地
球
に
類
似
し
た
環
境
の
惑
星
を
持

つ
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
て

も
、
明
る
い
恒
星
の
す
ぐ
近
く
を
回
る
惑
星
の
観
測

は
困
難
で
あ
り
、
理
論
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
昨
年
一
〇
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た

「
す
ば
る
望
遠
鏡
一
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
の
諸
先
生
方
の
言
葉
は
異
な
っ
て
い
た
。「
地
球

外
生
命
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
知
っ
て
い
な
い
」
と
、

「
知
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
発
言
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
知
る
た
め
の
手
段
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

観
測
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
一
九
九
五
年
に
太
陽

系
外
惑
星
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
数
は
現
在
、

四
〇
〇
個
を
超
え
て
い
る
。
世
界
の
天
文
学
者
は
こ

れ
ら
の
惑
星
の
直
接
観
測
を
目
指
し
て
お
り
、
す
ば

る
望
遠
鏡
も
貢
献
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
天
文
学
者

た
ち
が
眼
を
向
け
て
い
る
三
〇
〜
五
〇
メ
ー
ト
ル
級

の
光
学
・
赤
外
線
望
遠
鏡
計
画
は
、
さ
ら
に
精
度
の

よ
い
観
測
を
行
う
た
め
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
は
、
生
命
が
存
在
す
る
第

二
の
地
球
を
直
接
観
測
す
る
こ
と
の
芽
が
育
ち
つ
つ

あ
る
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。

す
ば
る
望
遠
鏡
は
太
陽
系
外
惑
星
の
発
見
だ
け
で

一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
英
国
が
望
遠
鏡
製
作
で
世

界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
た
が
、
新
し
い
国
内
計
画

が
な
く
な
る
と
、多
く
の
英
国
企
業
が
店
を
閉
じ
た
。

科
学
者
の
世
界
で
も
国
別
の
競
争
は
厳
し
く
、
他
の

機
関
が
保
有
す
る
巨
大
装
置
を
借
用
す
る
に
は
、
自

分
が
保
有
す
る
装
置
の
貸
与
が
交
渉
条
件
に
な
る
と

も
聞
く
。
先
端
装
置
の
開
発
を
放
棄
し
た
国
の
若
い

頭
脳
は
最
先
端
の
装
置
を
保
有
す
る
国
に
流
出
し
て

し
ま
う
。
日
本
が
地
球
外
生
命
研
究
の
分
野
で
も
高

い
評
価
を
受
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

2010.257

技術者からの視点

は
な
く
、
超
遠
方
銀
河
発
見
で
も
世
界
一
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
宇
宙
の
誕
生
で
あ
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
は

一
三
七
億
年
前
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
す
ば
る
望
遠

鏡
が
観
測
し
た
一
二
九
億
光
年
の
超
遠
方
銀
河
は
ビ

ッ
グ
バ
ン
後
八
億
年
の
宇
宙
史
暗
黒
時
代
の
姿
を
示

す
と
い
わ
れ
る
。
宇
宙
初
期
の
研
究
は
、
物
質
を
構

成
す
る
最
小
の
も
の
で
あ
る
素
粒
子
の
研
究
に
つ
な

が
る
。
こ
の
よ
う
に
我
々
の
地
球
と
同
じ
環
境
の
天

体
や
、
超
遠
方
銀
河
の
直
接
観
測
は
、
天
文
学
と
素

粒
子
論
、
そ
し
て
生
命
の
誕
生
を
探
る
研
究
者
た
ち

に
貴
重
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

科
学
者
の
視
線
が
、
地
球
外
生
命
と
宇
宙
の
誕
生

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
技
術
者
の
視
線
は
如
何
に
あ
る

べ
き
だ
ろ
う
か
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
国
立
天
文

台
長
は
「
現
代
の
天
文
学
は
、
微
か
な
光
、
シ
ャ
ー

プ
な
画
像
、
光
を
分
析
す
る
能
力
な
ど
に
お
い
て
現

代
科
学
・
技
術
の
粋
を
必
要
と
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
大
型
精
密
機
械
と
ナ
ノ
テ
ク
・
セ

ン
サ
ー
と
い
う
日
本
が
最
も
得
意
と
す
る
技
術
分
野

で
あ
る
。
四
〇
〇
年
前
の
ガ
リ
レ
オ
は
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
の
中
心
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
で
、
当
時
の
先
端
技
術

を
結
集
し
た
望
遠
鏡
を
手
に
い
れ
た
。
次
世
代
望
遠

鏡
も
、
技
術
の
寄
せ
集
め
で
で
き
あ
が
る
も
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
結
集
し
、
融
合
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
技
術
の
粋
が
要
求
さ
れ
る
。
日
本
に
は
、
短

期
的
利
益
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
長
期
的
展
望
を
持
っ

て
開
発
を
行
う
し
ぶ
と
い
企
業
や
技
術
者
集
団
を
育

て
る
風
土
が
あ
る
の
で
、
日
本
が
次
世
代
望
遠
鏡
計

画
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
切
望
す
る
。

Ｐ
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ク
ロ
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